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３
月
６
日
に
、
第
44
回
総
会
を

け
ん
せ
つ
プ
ラ
ザ
東
京
で
開
催
。

総
会
に
は
、
24
団
体
、
38
地
域

な
ど
か
ら
１
６
８
人
が
参
加
し
、

こ
の
間
の
各
団
体
・
地
域
で
の
取

り
組
み
の
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

た
た
か
い
の
総
括
と
「
憲
法
25

条
を
い
か
し
、
権
利
と
し
て
の
社

会
保
障
制
度
の
確
立
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
、
運
動
方
針
、
た
た
か
う

体
制
を
確
認
し
ま
し
た
。

そ
し
て
「
医
療
・
介
護
総
合
法

案
廃
案
と
消
費
税
増
税
、
生
活
保

護
基
準
・
年
金
切
り
下
げ
反
対
、

憲
法
25
条
を
い
か
し
、
安
全
・
安

心
、
福
祉
の
東
京
へ
地
域
か
ら
運

動
を
広
げ
よ
う
」
の
総
会
ア
ピ
ー

ル
を
全
体
で
確
認
し
ま
し
た
。

ま
た
、
総
会
に
先
立
ち
、
記
念

講
演
と
し
て
、
渡
辺
治
（
一
橋
大

学
名
誉
教
授
）
さ
ん
が
「
東
京
都

知
事
選
挙
の
結
果
と
今
後
の
た
た

か
い
の
展
望
」
と
題
し
て
講
演
を

行
い
ま
し
た
。
講
演
で
は
、
私
た

ち
が
今
後
ど
う
立
ち
向
か
え
ば
い

い
の
か
の
運
動
の
課
題
な
ど
に
つ

い
て
、
熱
く
語
ら
れ
ま
し
た
。

（
総
会
の
模
様
は
次
ペ
ー
ジ
）

３
月
23
日
、
介
護
を
よ
く
す
る
東
京
の
会
主
催
で

「
安
心
・
安
全
な
介
護
へ
、
介
護
保
険
制
度
の
改
悪

を
阻
止
し
よ
う
」
総
決
起
集
会
を
開
催
し
、
１
３
１

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
決
起
集
会
に
は
、
日
本
共
産
党
小
池
晃
参
議

院
議
員
が
参
加
し
、
医
療
・
介
護
総
合
法
案
の
あ
り

方
に
は
与
党
か
ら
も
異
論
が
出
て
い
る
。
「
な
ん
と

し
て
も
廃
案
に
追
い
込
む
た
た
か
い
を
」
と
国
会
情

勢
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

続
い
て
、
全
日
本
民
医
連
の
林
泰
則
事
務
局
次
長

か
ら
「
今
回
の
法
改
正
の
趣
旨
と
そ
の
影
響
」
と
題

し
て
講
演
が
あ
り
、
２
０
１
４
年
「
改
正
」
で
介
護

保
険
が
ど
う
な
る
か
を
学
習
し
ま
し
た
。

交
流
で
は
、
都
内
の
介
護
事
業
者
や
介
護
労
働
者
、

自
治
体
職
員
、
介
護
者
の
家
族
な
ど
か
ら
報
告
が
あ

り
、
法
改
悪
に
よ
る
介
護
事
業
所
へ
の
影
響
や
介
護

現
場
の
実
態
、
要
支
援
切
り
捨
て
に
よ
る
深
刻
な
影

響
な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

集
会
で
は
、
介
護
保
険
改
悪
に
反
対
す
る
行
動
ア

ピ
ー
ル
を
採
択
し
、
終
了
後
、
秋
葉
原
に
向
け
て
パ

レ
ー
ド
を
実
施
し
ま
し
た
。



第
44
回
総
会
は
、
中
村
副
会
長

が
開
会
あ
い
さ
つ
に
立
ち
、
都
知

事
選
挙
の
結
果
を
ふ
ま
え
「
都
政

を
都
民
本
位
に
取
り
戻
す
た
め
に

も
、
今
後
も
緩
め
ず
運
動
に
取
り

組
も
う
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

来
賓
の
あ
い
さ
つ
は
、
中
央
社

保
協
の
山
口
一
秀
事
務
局
長
、
日

本
共
産
党
の
植
木
こ
う
じ
都
議
団

副
幹
事
長
か
ら
連
帯
と
激
励
の
あ

い
さ
つ
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、

都
議
会
生
活
者
ネ
ッ
ト
・
み
ら
い

の
西
崎
光
子
幹
事
長
、
神
奈
川
・

千
葉
・
埼
玉
・
茨
城
社
保
協
か
ら

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

寺
川
事
務
局
長
が
、
43
期
活
動

報
告
案
と
44
期
活
動
方
針
案
、
規

約
一
部
改
正
案
を
提
案
、
相
川
事

務
局
次
長
か
ら
、
介
護
自
治
体
緊

急
ア
ン
ケ
ー
ト
の
特
徴
と
今
後
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
の
報
告
が
さ

れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
昼
食
休
憩
を
は
さ
ん

で
寺
川
事
務
局
長
が
、
43
期
決
算

報
告
を
行
い
、
野
崎
会
計
監
査
が

会
計
監
査
報
告
を
行
い
討
論
に
入

り
ま
し
た
。

討
論
で
は
、
ま
ず
初
め
に
公
害

患
者
会
か
ら
は
「
ぜ
ん
息
医
療
費

継
続
問
題
」
、
歯
科
保
険
医
協
会

か
ら
「
保
険
で
良
い
歯
科
医
療
を
」

の
署
名
の
訴
え
、
全
国
Ｂ
型
肝
炎

訴
訟
弁
護
団
か
ら
は
「
ウ
イ
ル
ス
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性
肝
硬
変
・
肝
が
ん
医
療
費
助
成
」

署
名
の
訴
え
、
東
友
会
か
ら
「
現
行

法
の
改
正
を
求
め
る
」
署
名
の
訴
え
、

東
京
土
建
か
ら
「
ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟

の
公
正
な
判
決
を
求
め
る
」
緊
急
署

名
の
訴
え
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

取
り
組
み
報
告
で
は
、
冒
頭
に
昨

年
結
成
し
た
こ
ま
え
社
保
協
が
発
言

し
、
介
護
を
よ
く
す
る
東
京
の
会
、

障
都
連
、
福
祉
保
育
労
、
東
商
連
、

都
生
連
の
５
団
体
と
、
渋
谷
、
西
多

摩
、
日
野
、
板
橋
、
新
宿
の
５
地
域

社
保
協
か
ら
発
言
が
あ
り
、
活
動
総

括
と
活
動
方
針
を
深
め
る
討
論
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

あ
い
さ
つ
と
討
論
の
ま
と
め
に
立
っ

た
竹
崎
会
長
は
、
「
16
団
体
・
地
域

か
ら
訴
え
と
地
域
や
団
体
で
の
具
体

的
な
活
動
を
補
強
し
て
い
た
だ
き
、

現
状
認
識
を
共
通
の
も
の
に
で
き
ま

し
た
。
安
倍
政
権
が
発
足
し
て
１
年
、

あ
と
３
年
は
国
政
選
挙
が
無
い
中
で
、

安
倍
内
閣
が
い
よ
い
よ
本
性
を
む
き

出
し
に
し
て
き
て
い
ま
す
。
憲
法
９

条
の
解
釈
改
憲
で
あ
る
集
団
的
自
衛

権
の
問
題
や
「
医
療
・
介
護
総
合
法

案
」
も
審
議
入
り
間
近
で
憲
法
25
条

の
明
文
改
憲
と
言
っ
て
い
い
改
悪
が

狙
わ
れ
て
お
り
、
私
た
ち
に
大
変
な

課
題
が
つ
き
つ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

医
療
や
介
護
で
い
え
ば
、
こ
の
２

年
間
で
大
き
な
制
度
変
更
が
画
策
さ

れ
、
時
代
の
節
目
と
な
る
よ
う
な
時

期
を
迎
え
て
お
り
、
社
保
協
の
運
動

が
増
々
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

と
り
わ
け
、
地
域
で
の
運
動
が
重

要
で
、
国
保
の
都
道
府
県
単
位
化
や

介
護
の
地
域
包
括
ケ
ア
な
ど
、
主
戦

場
は
地
域
で
す
。
東
京
社
保
協
に
参

加
す
る
33
団
体
45
地
域
が
、
ま
と
も

な
都
政
を
取
り
戻
す
た
め
に
も
、
地

方
自
治
体
を
巻
き
込
ん
で
、
地
域
住

民
と
と
も
に
た
た
か
っ
て
行
こ
う
」

と
ま
と
め
ま
し
た
。

最
後
に
、
第
44
期
活
動
報
告
と
第

44
期
活
動
方
針
、
決
算
・
予
算
、
規

約
の
一
部
改
正
を
採
択
し
、
第
44
期

役
員
の
選
出
と
「
総
会
ア
ピ
ー
ル
」

を
確
認
し
、
福
井
副
会
長
の
あ
い
さ

つ
で
閉
会
し
ま
し
た
。
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中
央
社
保
協
山
口
事
務
局
長
は
、

「
医
療
・
介
護
総
合
法
案
」
は
、
新
た

な
「
医
療
難
民
」
「
介
護
難
民
」
作
り

出
す
と
ん
で
も
な
い
も
の
で
、
と
り
わ

け
、
介
護
分
野
で
は
１
５
０
万
人
の
要

支
援
者
を
切
り
捨
て
る
内
容
と
な
っ
て

い
ま
す
。
「
医
療
・
介
護
総
合
法
案
」

の
成
立
を
な
ん
と
し
て
も
阻
止
し
よ
う

と
あ
い
さ
つ
。

植
木
こ
う
じ
都
議
会
議
員
は
、
舛
添

知
事
に
な
っ
て
最
初
の
都
議
会
。
ど
う

い
う
姿
勢
で
都
政
を
運
営
し
て
い
く
か

が
問
わ
れ
る
中
、
「
世
界
一
の
福
祉
都

市
東
京
」
を
か
か
げ
た
が
、
国
保
料
や

70
歳
医
療
費
へ
の
都
と
し
て
の
支
援
は

ま
っ
た
く
考
え
て
い
な
い
と
答
弁
し
、

都
民
の
切
実
な
要
求
に
背
を
向
け
る
姿

勢
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。

都議会生活者ネットワーク・みらい 幹事長 西崎光子
東京社会保障推進協議会第44回総会のご盛会を心よりお慶び申し上げます。

長年にわたっての生活と暮らしを守る活動にご尽力されている皆様に敬意を表するものです。猪瀬知事の

突然の辞任により行われた都知事選挙は、自民・公明推薦の舛添新知事が誕生しました。いよいよ2020年オ

リンピック・パラリンピック開催に向けての準備に拍車がかかることが予想されますが、すでに、建築資材

の高騰や人手不足などにより被災地や学校などの建設にも影響が広がっています。さらには、4月から始ま

る予定の消費増税による都民生活への影響も注視しなければなりません。

少子高齢化、人口減少が確実に進み、成熟した大都市東京における高齢化対策と少子化対策の充実は急務

です。社会福祉施設建替えに都有地活用を促進し、保育所整備のための人材支援など、地域自治体へのさら

なる支援が必要です。また、若者、女性、障がい者への創業・就労支援をすすめ、働きやすい環境整備の充

実も重要です。都議会生活者ネットワークは、子ども・若者、高齢者、障がい者が安心して暮らせる東京の

実現に向け、皆様とともに頑張ってまいります。

今総会が、皆様にとって実り多い総会となりますよう祈念申し上げますとともに、ますますのご活躍とご

健勝を祈念申し上げます。

２０１４年度東京社保協役員
会 長 竹 崎 三 立 再 東京保険医協会
副 会 長 松 本 秀 典 再 東京地評

〃 南 條 芳 久 再 東京民医連
〃 中 村 隆 幸 新 東京土建
〃 堀 口 和 男 再 年金者組合都本部
〃 高 柳 京 子 再 東京自治労連
〃 福 井 典 子 再 渋谷社保協

事 務 局 長 寺 川 慎 二 再 東京土建
事 務 局 次 長 相 川 和 義 再 東京民医連

塚 本 晴 彦 再 東京地評
〃 小 嶋 博 之 新 東京民医連

常 任 幹 事 小 形 歩 新 東京保険医協会 深 沢 英 一 再 東京歯科保険医協会
〃 西 銘 秀 実 再 東京医労連 金 沢 輝 秋 再 年金者組合都本部
〃 斎 藤 学 再 東商連 杉 山 美恵子 再 東京自治労連
〃 植 松 隆 行 再 東京国公 國 米 秀 明 再 福祉保育労東京地本
〃 北 川 誠太郎 再 東京土建 前 沢 淑 子 新 中央社保協事務局
〃 佐 田 光三郎 再 障都連 酒 井 つる子 再 新婦人都本部
〃 水 上 昭 三 新 都生連 坂 本 光 治 再 都老協
〃 金 子 秀 夫 新 都教組 西 川 勉 再 板橋社保協
〃 吉 野 五 郎 再 葛飾社保協 岡 本 卓 郎 再 西東京社保協
〃 森 松 伸 冶 再 北区社保協

会 計 監 査 渡 辺 吉 明 再 東京歯科保険医協会 有 馬 龍 治 新 全労済東京
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医療や介護、福祉に携わる団体・個人と患者・利用者、多くの市
民の協力で、４.２４行動を成功させるために、広範な方々のご賛
同・ご参加を心から呼びかけます。

１２：３０～“輝け！いのち”市民集会
（日比谷野外音楽堂）

１３：３０～ 国会請願パレード
１４：３０～ 国会包囲ヒューマンチェーン

・国会正門前・議員会館を主なエリア
とし、議員会館前を介護・障害者エ
リアに設定しました。

・国会周辺にリレートークエリアを設
定します。

１５：３０ 終了予定

府
中
社
保
協
は
、
３
月
８

日
に
第
18
回
定
期
総
会
を
開
催

し
42
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

総
会
は
、
第
１
部
で
東
京
社

保
協
の
寺
川
事
務
局
長
を
講
師

に
、
あ
い
さ
つ
を
兼
ね
た
「
権

利
と
し
て
の
社
会
保
障
の
拡
充

を
」
と
題
し
た
情
勢
学
習
会
を

開
催
。

続
く
総
会
で
は
、
提
案
議
案

を
も
と
に
活
発
に
討
論
。
昨
年

の
総
会
で
呼
び
か
け
た
、
府
中

駅
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
公
衆
ト

イ
レ
設
置
を
求
め
る
運
動
で
は
、

こ
の
間
現
地
調
査
や
他
市
見
学
、

宣
伝
・
署
名
活
動
を
も
と
に
、

市
長
と
２
回
も
面
会
し
実
現
を

要
請
し
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の

問
題
は
府
中
駅
南
口
再
開
発
と

密
接
に
関
連
し
、
府
中
の
ま
ち

づ
く
り
と
一
体
で
取
り
組
む
必

要
が
あ
る
こ
と
な
ど
が
強
調
さ

れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
府
中
市

行
財
政
改
革
推
進
プ
ラ
ン
で
、

公
立
保
育
所
民
営
化
や
、
使
用

料
・
手
数
料
の
全
面
的
な
値
上

げ
が
狙
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
報

告
さ
れ
、
こ
れ
ら
を
阻
止
す
る

運
動
が
呼
び
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

総
会
は
、
す
べ
て
の
議
案
を

承
認
し
、
新
た
な
運
動
の
前
進

を
誓
い
、
小
松
会
長
（
再
）
を

は
じ
め
と
す
る
新
役
員
を
選
出

し
、
成
功
裏
に
終
了
し
ま
し
た
。

（
吾
妻

裕

前
事
務
局
長
）


